
　八百屋お七は浄瑠璃、歌舞伎の

主人公で有名な江戸時代の女性で

す。

　江戸本郷追分の八百屋の娘のお

七は、1682 年（天和 2 年）の火

事で家が焼け、正仙寺に避難した

ところ、寺小姓の生田庄之助と恋

仲になりました。吉三郎というも

のが、お七に火事になれば庄之助

に会えるとそそのかし、お七は翌

年放火しましたが、すぐに消され、

死刑になりました。吉三郎は反省

し、お七の遺骨を持って供養の旅に出て、

野々口・小山村で亡くなり、村人がここに二

人の墓をたてたと伝えられています。左側の

三角形のものがお七の、右側の長方形のもの

が吉三郎の墓です。

　久米南町と赤磐市の境界の山中に鎮座し、

ご神体は巨大な男根です。夜尿症や腰から下

の病気にご利益があり、子授けの神様として

も霊験あらたかとのことで県内外か

らの多くの参拝者があります。特に

毎年４月２９日の大祭は大変に賑わ

います。社のある所は標高が450ｍ

近くあり、北には中国山地の山々、

南には瀬戸内海や四国の山並みも眺

望することができます。ただし、道

路事情が悪いので要注意。赤磐市竜

天天文台の南西約１ｋｍ。
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　国道５３号グレードアップ委員会では、国道５３号の沿線地域の２市３町（津山市、 岡山市、 

久米南町、美咲町、奈義町）と地域の皆さんとの協力のもとに、相互に交流•連携しながら、地域

特性を活かしたまちづくりや地域の拠点となる道路空間を創造することを目的として活動し

ています。

　今回の「ふれあいだより」では、国道５３号沿線の２市３町の「おもしろ珍百景」について紹介

します。

この機会に、あらためて国道５３号沿線の歴史と地域の魅力を見つけにいきませんか。

金 勢 大 明 神
久 米 南 町

　全国的にもユニークな「めだ

かの学校」は、環境省が絶滅危

惧種に指定した「メダカ」をは

じめとする

旭川に生息

している淡

水魚を展示

し て い ま

す。

また、全国

から集めた

郷土玩具、

約 5000 点

を展示した「おもちゃの宿」をご覧いただけます。

その他に、毎月、子ども達に様々な自然体験学習の一環として、主

催事業を実施しています。体験を通して、夢や感動をもつことがで

きるイベントを用意していますの

で、ぜひご参加ください。

め だ か の 学 校
岡山市（北区建部町）

八 百 屋 お 七 の 墓
岡山市（北区御津）

■問合せ先 岡山市北区役所御津支所産業建設課
　　　　　 ☎（０８６）７２４－１１１４

■問合せ先 めだかの学校
　　　　　 ☎（０８６）７２２－３１００

こ ん せ い だ い み ょ う じ ん

■問合せ先 久米南町役場産業建設課
　　　　　 ☎（０８６）７２８－４４１３



　日本棚田百選の一つ「大垪和西

棚田」の近くに、和田北という地

区がある。

　そこにはまるで、ジブリ映画の

「となりのトトロ」に出てくる“ 猫バス ”!? をイメージする、バスを再

利用した「集会所」がある。

　約 20 年前に地区で、不要と

なったバスを譲り受け、座席を

取るなど、地区住民の手で集会

所に変身させた。その後、バス

の天井がさびたり、雨漏り等が

心配となったため、日曜大工の

得意な住民が「集会所」に屋根

を取り付けた。

　夏は暑くて使用できないが、

年に何度か会合を開くなど、地域住民の憩いの場となっている。

　空気が冷え込んだ朝には、雲海が楽しめ、下か

ら眺める雲の上に浮かぶ「集会所」は、なんとも

不思議な光景だ。

阿弥陀堂の大イチョウ
奈　義　町

　浄土宗の開祖・法然上人 ( 勢至丸 ) は、

修行のため菩提寺 ( 奈義町高円地区 ) に

向かう際にふもとにある阿弥陀堂 ( 奈義

町小坂地区 ) に一泊しまし

た。そこで持っていた杖が折

れたため、そこにあったイ

チョウの枝を杖にし、菩提寺

へ向かいました。

　そして、「学成れば根付け

よ」と挿したこの枝が現在の

菩提寺の大イチョウになった

と言われ、小坂阿弥陀堂の大

イチョウは菩提寺の大イチョ

ウの親木と呼ばれています。

国道５３号グレードアップ委員会
事務局：津山市都市建設部都市計画課／〒708-8501 津山市山北520 電話（0868）32-2096

tokei@city.tsuyama.okayama.jp

標高400ｍにあるレトロなバスの正体は!?
美　咲　町

つやま自然のふしぎ館（津山科学教育博物館）
津　山　市

　「つやま自然のふしぎ館」は 1963 年に

開設された自然科学の総合博物館です。

　館内は約 1,500 ㎡の広さがあり、動物

の実物はく製をはじめ、化石・鉱石類、

貝類、昆虫類、人体標本類等約 20,000

点が常設展示されています。　なかでも、

世界の野生動物の実物はく製約 800 点

が館内一堂に展示されているのは圧巻で

す。

　「極地の動物室」では地球温暖化の影

響で北極圏の氷が少なくなり、生存が危

ぶまれている体長 3.2m の「ホッキョク

グマ」、隣の「南米室」では南米各地の

動物類が、ジオラマ風に展示されており、

アマゾンのジャングル地帯の雰囲気が体

感できます。更に、ア

ジア室、アフリカ室、

北米室、日本室等で、

地域ごとの希少動物類

が展示されており、地

球上の生物の多様性を

実感することができま

す。

２０１５年３月１０日～５月１５日まで第２０回備前美作五十三次ふれあい街道スタンプラリーを開催しました。
応募６７７通の中からＡ賞（5,000円相当の各市町特産品）１２人、Ｂ賞（2,000円同）５３人、Ｃ賞（1,000円同）
５３人を選びました。

■問合せ先　つやま自然のふしぎ館
　　　　　　☎（０８６８）２２－３５１８

■問合せ先
美咲町役場建設課
☎（０８６８）６６－２８７４

バスが先か !?　屋根が先か !?
おお  は  が  にし

わ   だ  きた

■問合せ先　奈義町観光案内所
　　　　　　☎（０８６８）３６－７３１１


